
地域素材を生かし，生徒の意識を大切にした『大地の変化』の指導 
 

宮村立宮中学校  中島 直樹

宮村の中央を流れる宮川と宮盆地 １ 指導の立場 

（１）主題設定の理由 

昨年は『郷土の素材を生かした「大地の変化」

の指導』について研究し，生徒の興味・関心を高

め，「大地の変化」を教科書の中だけではない身近

なものとして捉えさせる事ができた。しかし，教

師だけの思いで地域素材を入れて単元構成した部

分に課題を残したため，今年は，野外観察だけで

なく単元全体を，生徒の意識を大切にして構成し，

指導することにより，もっと意欲的に学習し，学

習したことが地域での生活やこれからの生き方に

つながるのではないかと考え，今回の主題とした。 

（２）研究仮説と研究内容 

研究仮説 

地域の素材を教材化したり，生徒の意識の流れ

を大切にした単元を工夫したりすることで，大地

の変化を身近なものとして捉え，自分たちの生活

と関わらせて考えることができる生徒が育成でき

る。 

研究内容 

（１） 生徒の意識の流れを大切にした単元指導

計画の工夫と野外観察の効果的な位置付け 

（２） 「大地の変化」に対する見方や考え方の高

まりを自覚するためのコンセプトマップの

活用 

２ 研究の実践 

 第１学年「大地の変化」 

（１）生徒の意識の流れを大切にした単元指導計

画と野外観察の位置付け 

①単元指導計画の工夫（全２１時間）単元構造図参照 

②野外観察の位置付け方 → 次の３通りとした。 

［１］ 単元はじめで，大地への興味・関心の喚起。→第３時 

［２］ 単元前半で，単元に広がる課題つかみ。→第３～５時 

［３］ 単元おわりに野外観察をし，単元学習を振り返る。 

→第２０時 

どのように単元指導を進めたかを次ページの単

元構造図で示した。［１］のねらいの野外観察を行

う前に，コンセプトマップとアンケート第１時を

書かせた。主な内容は，①グランドを掘ると何が出て

くるか。②宮村の盆地はどうやってできたと思うか。③宮

村から化石は出ると思うか。④お旅山はどうやってできた

と思うか。など  

このアンケートによって生徒の実態（意識）を

つかむとともに自分の生活する大地の成り立ちに

注目させた。また，アンケート結果を交流第２時

することで，「知らないのは自分だけではない｡」

「これから学んでいくんだ｡」「いろんな考え方が

ある｡」「本当はどうなのか調べてみたい｡」という

意識に立たせることができた。 

 そして，野外観察第３時，第４,５時（連続）へと進

む。図の太枠は野外観察の内容を，その下欄は，

生徒の意識を示してある。その言葉は，実際に野

外観察の場で生徒が発した感想であり，観察後の

レポートにあった言葉である。昨年の研究結果を

生かして図のように生徒の意識の流れを大切にし

た野外観察を仕組んだ。これらによって，大地へ

の興味・関心を喚起させること，単元に広がる課

題をつかませることができた。そして，探究して

いくことの楽しさを知ることができた。 

次に，野外観察後のレポート（感想,疑問,調べてみ

たいこと）を交流第６時する中で，生徒の意識を整

理し，単元に広がる課題とした。 ※後半は３ページ目 

単元終了後，多くの生徒が「この単元が楽しか

った。」と話していた。野外観察だけでなく単元全

体をそうとらえることができたことは，生徒の意

識の流れを大切にした単元指導ができていたから

だと考えたい。 



[第２１時]

[第２０時] [第２０時] [第２０時]
宮川の川岸の浸食と
運搬されたテトラポッ
トの観察

宮川の粘土層と植物
化石の観察と採集

お旅山を作っている
玄武岩の観察

宮盆地は水流のはたら
きによってできた。川
にある大きな石は上流
から運ばれてきたんだ
な。

はじめは不思議だった
けど，大地の変化を学
習すると化石ができる
のもわかる。歴史を感
じる。

お旅山は，マグマが盛
り上がってできた山
だった。ここにも火山
活動があった。

[第１９時]

  たくさんつながった。すごく勉強したなあ。 マップにすると学習したことがよくわかる。

[第１１時]
グランドの下のれき
層の観察

ここにも川の流れが
あったのだ。 ↑グランドの下のれき層

この表の見方

[時間]

課題

ねらい

[時間]

野外観察

生徒の意識

[第６時]

[第５時] [第４時] [第５時]

宮盆地の南東側の
山のれき層を観察

宮盆地の北西側の山の
濃飛流紋岩を観察 宮峠断層を観察

丸い石と土でできてい
る。河原の石と同じ
だ。どうしてこの高い
ところにあるのだろ
う。

上流の山からくるはず
だ。山の中はどうなっ
ているのだろう。宮の
盆地を囲む山を調べて
みよう。

全て石だ。粒がキラキ
ラだ。マグマが冷えて
固まったのは信じられ
ない。火山活動を知り
たい。

地層にずれがある。な
ぜ断層ができるのか。
大地が盛り上がり，川
の流れを変えるなんて
すごい。

[第３時] [第３時] [第３時]
宮川の河原の石の
観察と採集

宮川の粘土層と植物化
石の観察と採集

岸を削り，テトラポッ
トを運ぶ，水の力はす
ごい。

宮村に本当に化石があ
るのかな。

[第２時]

[第１時]

[第１時]

『大地の変化』単元構造図＆野外観察の位置付けと生徒の意識の流れ

大地は，長大な時間と広大な空間の中で変化してきたんだな。
今，私たちが住んでいるこの場所も変化してきたんだな｡
そして，私たちは今も，大地の変化の歴史の一端にいるんだな。
台風や火山，地震などによって，時折，大地は激しい変化を見せるが，それも自然の１つなんだな。
これからは，その変化に備えたり，しっかり注目し，調べていきたいな。

出口のコンセプトマップ

コンセプトマップの変化から，見方や考え方の高まりを自覚し，また，単元の最初に見た地域素材
に立ち戻って，野外観察場所において，単元の学習を振り返っての感想を書く。

[第１１時] [第１８時]

地質年表から宮村の地層の成り立ちと広がり
を調べよう 宮村には地震が起きるのだろうか

宮村の地下の地質柱状図から，地層の広がりと堆
積当時の環境を考えられる。

地域の活断層の存在と新潟中越地震の情報から，
この大地での暮らし方を考える。

[第１０時] [第１５時]

化石からわかる昔の飛騨の様子を調べよう マグマからどんな岩石ができるのか

化石や岩石の種類から，堆積当時の環境や時代が
推測できることに気づく。

観察を通して，火成岩には等粒状組織のものと斑
状組織のものがあることに気づく。

[第９時] [第１４時] [第１８時]

どんな堆積岩があるのだろうか 火山灰は何からできているのだろうか 地震の原因は何だろう

堆積岩によって堆積物の種類や粒の大きさに違い
があることがわかる。

火山灰の中に鉱物の結晶が含まれていることに気
づく。鉱物の色や形に違いがあることに気づく。

プレートの動きや活断層の存在に気づき，地球内
部でおきている力に気づくことができる。

[第８時] [第１３時] [第１７時]

地層はどのようにして作られるのか 火山の形の違いはなぜ生まれるのだろうか 地震のゆれはどのようにして伝わるのだろうか

流水の働きによる地層の成因を理解し，実験を通し
て地層の重なり方の規則性を理解することができ
る

火山の形は何によって決まるのか，実験を通してマ
グマの粘性と火山の形の関係を説明できる

地震のゆれとその伝わり方について理解できる。

・地層はどうやってできるのかな。
・粘土や岩石はどこから運ばれてきたのか。
・岩盤の下がボロボロなのはなぜかな。
・学校の下にも地層があるのかな。

・この辺りにはどんな火山活動があったのかな
・岩盤はどのようにしてできたのかな。
・岩石の中のキラキラした粒は何だろう。

・この辺りには大きな地震が起きたのかな。
・地震が起きるのはなぜだろう。
・大きな地震が起きる可能性は高いのかな。
・断層はどのようにしてできるのかな。

[第７時] [第１２時] [第１６時]

岩石はどのようにして風化するのだろうか 世界や日本，飛騨の火山の特徴をしろう 岐阜県で起きた過去の大地震を調べよう

いろいろな石がある。
全部丸い。どこから流
れてくるのだろう。

粘土はどうやってでき
るのかな。化石が本当
にあった。宮村の大地
もすごい。

　
宮の盆地を囲む山は全
て同じかな。反対側の
山も調べてみよう。

盛り上がってきたのだろうか

どうやって書いたらいいのだろう。

いろいろな予想があるなあ。知らない言葉がある。本当はどうなのか調べてみたいなあ。

アンケートの結果発表（交流）

宮村の大地に関するアンケート
今まで考えたことがなかったなあ。

※実際に生
徒が書いた
感想や発し
た言葉です

↑台風２３号によって流されたテトラポット

↑宮峠断層の観察

入り口のコンセプトマップ

単元に広がる課題の整理
いろいろみてきたなあ。宮村の大地も変化があるんだなあ。
いくつか調べたいことが出てきた。整理してみよう。

宮川の川岸の浸食と
運搬されたテトラポッ
トの観察

火成岩も風化の作用によって長い年月をかけ砂や
泥になっていくことが理解できる。

火山の噴火を視聴し，噴火時には様々な物が噴出
していることに気づき，その観察を通して火山噴出
物はマグマがもとになっていることを理解する。

過去の地震とその災害を調べる活動を通して，地震
に関心を持ち，自分の身にも起こり得ることとして地
震の学習に臨もうとできる。

〔第５時〕の観察

〔第４時〕の観察

［第３時］＝［１］ 単元の最初で大地への興味関心を喚起する。

［第３～５時］＝［２］ 単元の前半で単元に広がる課題をつかませる。

［第２０時］＝［３］ 単元の最後にもう一度野外観察し、単元の学習を振り返る。



（２）「大地の変化」に対する見方や考え方の高ま

りを自覚するためのコンセプトマップの活用 

（上）単元の出口（右）単元の入口のマップ 

 このように１人１人が単

元の前後でコンセプトマッ

プを作った。始まりの言葉

はいずれも大地の語から

始めた。入口のマップは，

平均１８個の言葉であった

が，出口では，平均３９語となった。生徒は「た

くさん書けるようになった。すごい。」「始めの倍以上書け

た。自分でしっかり勉強できたと思いました。」「色々つな

がって楽しい。マップを作ると学習したことがわかりやす

い。」と感想に書いており，コンセプトマップによ

って，単元の学習の成果を実感していた。また，

コンセプトマップのつながりに広がりや深まりが

表現できた事に，大地の変化に対する見方や考え

方の高まりを自覚することができた。これらによ

って，学ぶ喜びを味わわせることができた。 

３ 研究のまとめ 
○郷土の素材を今年２点精選追加し，生徒の意識

を大切にしながら，野外観察を興味・関心の喚

起，課題づくり，疑問の検証のために位置付け

た。そのことにより単元全体を身近なものとし

て捉え，単元の出口では，郷土の大地の変化の

スケールの広大さ，時間の長大さを理解し，今

もその変化の歴史の一端にいるという思いを持

たせることができた。 

○台風や火山，地震など自然は時折，激しい変化

を見せるが，恐れるばかりでなく，その予測で

きない変化に注目し，備えをしながらも，郷土

に対する愛着をもたせることができた。今後の

生活につながる学習になったと考えられる。 

○コンセプトマップにより，全員が「単元の学習

を頑張った」という思いをもてた。また，多く

の生徒に，「大地の変化」に対する見方や考え方

が高まったと自覚させることができた。それが

学ぶ喜びとなり，次への学習意欲につながった。 

最後第２０,２１時（連続）に，第３時と同じ場所

で野外観察し，単元を終えての感想を書いた。 

●コンセプトマップでは，学習した順に一本道を

作る生徒もいた。学習事項にいくつかの方向が

あることや，基本と発展した事柄との区別をし

たり，並列の関係の事柄を見つけたりするなど，

学習しながら自分の頭の中にコンセプトマップ

を広げ，整理できる生徒の育成を今後研究した

い。 

・今回の単元をやって印象に残っていることは，

断層を見たことです。川の流れを変えるほどの

地震が昔あったんだなあと思いました。この単

元は大地のことがよくわかって，知識も増え

て，とても楽しい単元でした。これから生かし

ていきたいことは，大地は生きているというこ

とを考えて暮らしていきたいなと思いました。

火山とか地震とか台風とか恐ろしいことがあ

るけど，大地は生きているのだから仕方のない

ことで，危険な場合は近づかないようにして，

普段から備えをしておきたいと思いました。 

・私は前まで家の裏の川をぼーっと見ていまし

た。しかしこの単元を学習した今は，大地の変

化や歴史が少しわかるようになって川を見る

のが楽しいです。「どうやってできたのか。」「ど

こから石が来たんだろう。」と疑問をもつよう

になりました。大人になったら，どこに家を建

てるかの参考にしたいです。 
・すごくこの単元でいろんな事がわかったなあと

思いました。火山や地震は身近にあることを知

り，すごくビックリしました。だから，今から

備えていないといけないなあと思いました。ま

た，昔の大地のことが知れたので良かったと思

います。私は“地球”というものをもっと知っ

てみたいと思いました。なんか自然は怖いし，

危ないし，いつ地震や噴火が起こるかわからな

いし，いつも怖いけど，だからこそ“地球”と

いうものをもっと知っていきたいと思いまし

た。 
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